
テーマ：茨城県教育大綱（第２次県総合計画）を踏まえた

今後の教育改革について

【R４.1２.８ 総合教育会議資料】

【社会情勢】
世界情勢

■グローバル化

■ロシアによるウクライナ侵攻

■ＡＩ・ＩＣＴ・ＤＸの劇的な進展

→ 産業構造の変化

国内情勢

■人口減少・少子高齢化
■東京一極集中
■新型コロナウイルスへの対応
（生活様式や学習スタイルの変化）

教育が果たす役割

〇子どもたちが自ら考え、行動し、未来を切り開く力を育成

〇グローバル化、デジタル化に対応し、リーダーシップを発揮できる
人財を育成

■将来の予測が困難な「非連続の時代」への対応

令和４年度茨城県総合教育会議
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次世代を担う「人材」①

〇「次世代グローバルリーダー育成事業」（NGGL）

・ 学習意欲の高い中高生を対象に、オンライン英語講座、集合研修、海外大学
留学生との交流プログラム を２年間提供

・ 第３期生２名が、世界各国から選抜された高校生が学ぶ国際的な民間教育機
関ユナイテッドワールドカレッジ（UWC）に進学！（R4.9）

・ 世界中の中高生が英語を用いてペーパーテストやディベート等で教養を競い合う
ワールド・スカラーズ・カップの決勝大会（2022）において、４期生が金メダル３個、
銀メダル９個を獲得！

〇「プログラミング・エキスパート育成事業」
・ アソシエイト支援：プログラミングの初歩から、本格的なゲームプログラミング、

AIまで学習

・ 参加者トレーニング：Android、iOS対応のスマートフォン用アプリ制作を通して、
関連するプログラミング技術を習得
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○高い創造意欲を持ち、リスクに対しても積極的に挑戦でき
るアントレプレナーシップ（起業家精神）を持った人財を
育成するため、高校生が、自分の夢や地域の課題解決に
向けた企画・実践活動をプレゼンテーションする
「IBARAKIドリーム・パス事業」を実施

○事業開始から４年間で592件の応募

３

事業実施風景
「STEP１実践活動事前ガイダンス」（R4.10.16）

次世代を担う「人材」②

令和4年度は
273件の企画提案から選出された

16チームが活動中！

【今年度のスケジュール】
R4.  8月26日 企画提案締め切り

10月 2日 戦略チームの選定（2次審査）
10月16日 実践活動事前ガイダンス
11月23日 企画ブラッシュアップ

R5.  1月15日 中間報告会
2月18日 プレゼンテーション大会

「IBARAKIドリーム★パスAWARD」



〇R５年４月には、全国初のＩＴ専科高校となる「ＩＴ未来高校」、
大学・研究機関等と連携したサイエンス専科高校となる
「つくばサイエンス高校」が開校！

※都道府県立学校としての設置数は全国最多（既存校を含め13校）

〇起業家精神を兼ね備えた、世界に飛び立つ人財・地域のリーダー
の育成に向け、中高一貫教育校を10校設置

〇公募により、校長職へ民間人を登用
（R4採用（現在、副校長）：水戸一、土浦一、水海道一、R2採用：太田一、鉾田一、竜ヶ崎一）

４

魅力ある教育環境

設置年度 学校名

R4（２校） 水海道第一 下妻第一

R3（３校） 水戸第一 土浦第一 勝田中等

R2（５校） 太田第一 鉾田第一 鹿 島 竜ケ崎第一 下館第一

※既設校（３校） 日立第一 並木中等 古河中等

≪本県の中高一貫教育校：１３校≫



学び・文化・スポーツ・遊びを楽しむ茨城

５

ジュニアアスリート育成プログラム開講式
（第3期生）育成プログラムの様子 ※第３期生38名を選抜（R４.９)

〇オリンピック等で活躍するアスリートの輩出を目指し、
優れた人財をジュニア世代から発掘・育成する
「世界へ羽ばたくトップアスリート育成事業」を創設！

〇第３期生からはサッカー、クライミングなど５競技による育
成を展開

〇これまでに１０４名（小学4年生 第１期生・2期生・3期生）の児童を
選抜し、現在、金の卵として育成中！
※全国小学生選抜サッカー大会など優勝選手が誕生！国小



○休日の部活動を段階的に地域移行

〇生徒の多様なニーズに対応したスポーツ・文化芸術環境を整備

※中学校は令和７年度末まで、高校は令和８年度末までを目標に

○ 市町村への支援

・ コーディネーター配置

・運営主体整備

・ 指導者の発掘、確保

○ 生徒・保護者・県民への啓発

・リーフレットや動画の作成 など

★生徒の望ましい成長を保障するため、持続可能で多様なスポーツ・文化芸術
環境を整備

★教員が本務に専念できる環境を整備し、教育の質の向上を目指す

「中学校・高校部活動改革」～部活動を「地域移行」へ～

部活動改革

６

○休日部活動の教員指導時間を０へ（教員が本務に専念するための時間を確保）

休日部活動の地域移行を進める水戸市内の中学校



基 本 理 念 『 活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 』

政策11
次世代を担う「人財」

変化の激しい時代を生き抜くため、

リスクに積極的に挑戦し、自分の夢

や地域課題を発見・解決できる人財

を育成します。

(1)「知・徳・体」

バランスのとれた教育の推進

・保幼小中高の円滑な接続、

食育、健康教育、ICT活用、
外部人材活用、情報モラル教育

(2) 新しい時代に求められる

能力の育成

・英会話学習、国際理解教育、

プログラミング教育、理数教育、

アントレプレナーシップ育成、

キャリア教育、STEAM教育
(3) 地域力を高める人財育成

・郷土教育、福祉教育、地域活動

政策12
魅力ある教育環境

少人数教育や中高一貫教育などの充実

を図り、社会の変化や地域のニーズに対

応した「魅力と特色ある学校づくり」を

推進します。

(1) 時代の変化に対応した学校づくり

・ICT活用指導力、少人数教育、

中高一貫教育、大学誘致、

大学との連携、教員の働き方改革、

コミュニティ・スクール

(2) 次世代を担う｢人財｣の育成と

自立を支える社会づくり

・非行防止、立ち直り支援、

不登校・引きこもり・いじめ等に

対する未然防止、就学前教育･家庭

教育の推進、放課後活動の充実、

誰もが教育を受けられる支援の充実、

インクルーシブ教育

政策13
日本一、子どもを産み育てやすい県

若い世代のニーズに合わせた結婚支援の強

化や、多様な幼児教育・保育ニーズへの対応、

困難を抱える子どもへの支援の充実など、安

心して出産、子育てできる社会をつくります。

(1) 結婚・出産の希望がかなう社会づくり

・結婚や出産に係る不安の解消

(2) 安心して子どもを育てられる社会づくり

・待機児童ゼロの水準を維持、

幼児教育･保育人材の確保、

放課後児童支援員の確保

(3) 児童虐待対策の推進と

困難を抱える子どもへの支援

・相談体制の充実、早期発見･安全確保、

社会的養育、教育支援･生活支援、

就労支援･経済的支援、

ヤングケアラー支援

政策14
学び・文化・スポーツ・遊びを楽しむ茨城

人生100年時代の到来に向け、ライフス

タイルや価値観が多様化するなか、県民が

それぞれの生涯学習や文化活動、スポーツ

や余暇を楽しむ機会や環境をつくります。

（1）生涯にわたる学びと

心豊かにする文化・芸術

・生涯学習、リカレント教育、

文化芸術活動、県立美術館等

(2) スポーツの振興と

遊びある生活スタイル

・本県選手の発掘･育成･強化、

総合型地域スポーツクラブ等、

県営体育施設

政策15
自分らしく輝ける社会

性別・人種・価値観等の多様性を認め

合い、固定的役割分担意識にとらわれず、

誰もが自らが望む働き方を選択し、あら

ゆる分野で活躍できる環境をつくります。

（1）多様性を認め合い、一人ひとりが

尊重される社会づくり

・ダイバーシティ社会、

帰国･外国人児童生徒への適応支援、

人権教育、いじめ等の未然防止、

早期発見及び早期解決

(2) 女性が輝く社会の実現

・男女共同参画社会

(3) 働きがいを実感できる環境の実現

・ワーク･ライフ･バランス

Ⅲ「新しい人財育成」 茨城県の未来をつくる「人財」を育て、日本一子どもを産み育てやすい県を目指します。

政策１ 質の高い雇用の創出

(3) 産業を支える人材の育成・確保

・産業技術短期大学校、産業技術専門学院、

産学官連携プログラム(高度IT人材育成)、
理工系分野への進学を促す機会提供

（科学の甲子園茨城大会の開催等）

政策４ ビジット茨城 ～新観光創生～

(1) 稼げる観光地域の創出

・本県の文化を学べる体験、自然体験

政策５ 自然環境の保全・再生

(2) サステナブルな社会づくり

・環境教育、環境学習

Ⅰ「新しい豊かさ」
政策６ 県民の命を守る

地域保健・医療・福祉

(1) 医療・福祉人材確保対策

・修学資金貸与制度等により

医学部進学等を支援

(2) 地域における保健・

医療・介護提供体制の充実

・ヤングケアラーへの支援

(3) 精神保健対策・自殺対策

・正しい知識の普及啓発、

相談体制の充実

政策８ 障害のある人も

暮らしやすい社会

(1) 障害者の自立と社会参加の促進

・医療的ケア児、

文化活動の発表機会の創出

(2) 障害者の就労機会の拡大

・就労支援体制の充実

政策９ 安心して暮らせる社会

(2) 安心な暮らしの確保

・消費者教育

(3) 犯罪や交通事故の起きにくい

社会づくり

・安全教育、通学路の安全点検

政策10 災害・危機に強い県づくり

(1) 災害･危機に備えた県土整備や

危機管理体制の充実強化

・施設の適切な維持管理･耐震化、

学校等での防災訓練

(2) 原子力安全対策の徹底

・専門家による講義や

放射線測定体験等による啓発

Ⅱ「新しい安心安全」 Ⅳ「新しい夢・希望」
政策16 魅力度No.1プロジェクト

(2) 県民総｢茨城大好き!｣計画

・郷土教育

政策17 世界に飛躍する茨城へ

(2) 世界に挑戦するベンチャー企業の

創出（茨城シリコンバレー構想）

・理工系分野への進学を促す機会提供

(科学の甲子園茨城県大会の開催等)

政策18 若者を惹きつけるまちづくり

(1) 若者に魅力ある働く場づくり

・インターンシップ

(2) 若者を呼び込む茨城づくり

・本県の文化を学べる体験【再掲】､

自然体験【再掲】、

県営体育施設【再掲】

政策19デジタルトランスフォー

メーション（DX）の推進

(1) 先端技術の社会実装や

データの活用の加速化

・ICT教育、GIGAスクール構想、

産学官連携プログラム

（高度IT人材育成）【再掲】

政策20 活力を生むインフラと

住み続けたくなるまち

(2) 人にやさしい、

魅力あるまちづくり

・文化財指定、歴史的建造物

茨 城 県 教 育 大 綱 の 概 要

＜政策から描かれる茨城県の近い未来の姿＞
◆ 時代の変化に対応し、ニーズを捉えた魅力的な教育を提供する環境が整い、グローバル社会で活躍する「人財」や、地域社会を支える「人財」が育っていきます。
◆ 子育ての各ステージにおける切れ目のない支援により、待機児童・子どもの貧困問題等の解消が進み、安心して子供を産み育てやすい県になっていきます。
◆ 生活様式や価値観が多様化するなかでも、一人ひとりが能力を十分に発揮できるダイバーシティ社会が実現し、魅力的なライフスタイルを送る県民が増えていきます。

政策２ 新産業育成と中小企業等の成長

(1) 先端技術を取り入れた新産業の育成と新しい

産業集積づくり ・J-PARC、ｅスポーツ

(2) 活力ある中小企業小規模事業者の育成

・伝統的工芸品

政策11
次世代を担う「人財」

変化の激しい時代を生き抜くため、

リスクに積極的に挑戦し、自分の夢

を実現したり、地域課題を発見・解

決できる「人財」を育成します。

政策12
魅力ある教育環境

少人数教育や中高一貫教育などの充実

を図り、社会の変化や地域のニーズに対

応した「魅力と特色ある学校づくり」を

推進します。

政策13
日本一、子どもを産み育てやすい県

若い世代のニーズに合わせた結婚支援の強

化や、多様な幼児教育・保育ニーズへの対応、

困難を抱える子どもへの支援の充実など、安

心して出産、子育てできる社会をつくります。

政策14
学び・文化・スポーツ・遊びを楽しむ茨城

人生100年時代の到来に向け、ライフス

タイルや価値観が多様化するなか、県民が

それぞれの生涯学習や文化活動、スポーツ

や余暇を楽しむ機会や環境をつくります。

政策15
自分らしく輝ける社会

性別・人種・価値観等の多様性を認め

合い、固定的役割分担意識にとらわれず、

誰もが自らが望む働き方を選択し、あら

ゆる分野で活躍できる環境をつくります。

政策16 魅力度No.1プロジェクト

政策17 世界に飛躍する茨城へ

政策18 若者を惹きつけるまちづくり

政策19 デジタルトランスフォー

メーション（DX）の推進

政策20 活力を生むインフラと

住み続けたくなるまち

政策６ 県民の命を守る

地域保健・医療・福祉

政策８ 障害のある人も

暮らしやすい社会

政策９ 安心して暮らせる社会

政策10 災害・危機に強い県づくり

政策１ 質の高い雇用の創出

政策２ 新産業育成と中小企業等の成長

政策４ ビジット茨城 ～新観光創生～

政策５ 自然環境の保全・再生

※計画期間：令和４～７年度
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